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私は子どもの頃、『おしん』という日本のドラマを見て、日本という国を知りました。

いずれ日本へ行って留学してみたい考えは高校生の時からありました。日本はきれいな国

で、日本の文化や歴史、日本の生活、特に日本語に興味を持っています。日本についてい

ろいろな知識や経験をふやしたくて、また、日本語を上達させたくて、高校卒業後日本に

留学することを決心しました。そして、今介護福祉士を目指して中部学院大学短期大学部

で勉強しています。 

国や家族と離れて、留学することは簡単なことではありませんでした。一人で生活する

のは、初めてでなんでも自分でやらなければなりません。はじめの時は分からないことが

多くて、日本の食べ物や生活にもなかなか慣れませんでした。知らない人ばかりで不安な

日々でした。しかし、日本に来てから一つ驚いたことがあります。それは日本人が礼儀正

しくて、とても親切なことです。困ったときに日本人に助けてもらって、日本人の優しさ

を感じました。日本語の勉強も日本人の友達に教えてもらったから、日本語能力試験Ｎ１

に合格しました。今は日本の生活に慣れて安心、安全な生活を送るようになりました。 

入学したときは、中部学院大学が豪華で美しくて感動しました。しかし、介護福祉の勉

強が難しいと聞いて心配をしていました。そんな中、学科の先生たちは留学生に対して分

かりやすい日本語で詳しく説明してくださいました。日本人と留学生を差別することなく

平等に対応してくださいました。学習だけではなくて生活に困ったことがあっても相談す

ることができるので、まるで家族のようです。今は、安心で楽しい大学生活を送っていま

す。これだけではなく、他の大学と違ってこの大学の奨学金制度がとても豊富で、留学生

にとって大切な生活費までも毎月いただいています。心配なことなく勉強に集中できてと

ても助かっています。 

 日本での留学生活はまだ１年を経っていませんが、この間に体験したことは、今までの

人生の中でかけがえのないものとなりました。これからも留学生活に自信を持ってたくさ

ん挑戦して、もっとたくさんな知識や経験を増やしていきたいと思っています。 


